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ＳＭＥ株式会社の子会社化に関するお知らせ 
 

 

当社は、2025年 11月 21日開催の取締役会において、ＳＭＥ株式会社（以下、「ＳＭＥ」という）の株式

を取得し、子会社化することを決議しましたので、お知らせいたします。 

 

 

 

記 

 

１． 株式取得の理由 

当社グループは、社業を通じて社会課題の解決に取り組むことを経営の礎に、コンシューマ向け 

コンテンツプロバイダを起点に法人向けソリューションへ事業を拡大してきました。現在は自社 IP を

活用したサービスの提供を通じて新しいライフスタイルを創造するクリエーション事業と、ITソリューション  

を通じてお客様のビジネスに新しい価値を提供するソリューション事業を展開しています。 

ソリューション事業においては、主力事業に付随して「中古端末買取販売サービス」も提供しています。  

昨今では、サステナビリティ意識の高まりを背景に、スマートフォンやタブレットに加え、その他の 

IT機器やオフィス什器など、取引件数・種類も拡大しています。また、物価高による節約志向の高まり

やインバウンド需要の増加により、リユース市場は 2030 年に 4 兆円（出所：リユース経済新聞）に  

達すると予測され、当社としても更なる事業拡大を検討してきました。 

 

一方、ＳＭＥは、古物商を事業として株式会社ラボ（本社：大阪府大阪市、代表取締役：入江 悟）が

展開する買取・販売店「ブランドラボ」のフランチャイズ店を運営し、安全資産として高い需要が 

見込まれる金をはじめ高級ブランド品などを中心に買取・販売を取り扱い業容拡大を図っています。 

 

このような状況下、当社グループはＳＭＥを子会社化することにより、リユースサービスを法人顧客

から個人顧客にも拡大し、社会の要請に応じたサービス提供を実現させるとともに、安全資産とされる

商材を取り扱うことで中長期的に安定した成長が見込まれ、ＳＭＥにおいてもサービス体制の充実や 

業務効率の向上が可能となります。 

 

これを機に当社グループは事業の多角化による強固な経営基盤構築、社業を通じた社会課題解決を 

実現し、更なる企業価値の向上に努めていきます。 

  



２． 異動する子会社（ＳＭＥ）の概要 

（１） 名 称 ＳＭＥ株式会社 

（２） 所 在 地 岐阜県高山市緑ヶ丘町一丁目 33番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 山崎 芳裕 

（４） 事 業 内 容 古物営業法に基づく古物商等 

（５） 資 本 金 1百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2024年 7月17日 

（７） 従 業 員 数 1名 

（８） 株 主 構 成 山崎 芳裕 100株（100％） 

（９） 
上場会社と当該会社 
と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 当該事項はありません。 

人 的 関 係 当該事項はありません。 

取 引 関 係 当該事項はありません。 

 
 
３． 株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 山崎 芳裕（ＳＭＥ株式会社 代表取締役） 

（２） 住 所 岐阜県高山市緑ヶ丘町一丁目 33番地 

（３） 当事者間の関係等 該当事項はありません。 

 
 

４． 取得株式数および取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数  0株（議決権の数：  0個）（議決権所有割合： 0％）  

（２） 取 得 株 式 数 100株（議決権の数： 100個） 

（３） 異動後の所有株式数 100株（議決権の数： 100個）（議決権所有割合：100％） 

 
 

５． 日 程 
取締役会決議     2025年 11月 21日 
契約締結日      2025年 11月 21日 
株式譲渡実行日    2025年 11月 28日 

 
 

６． 今後の見通し 
2026年5月期の連結業績に与える影響については軽微と考えておりますが、今後、公表すべき事項が 

生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上  


